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新技術の概要
粉体を基板に超音波投射して、基板上に複合材料を形成する方法

本発明は、DLCコートした粉体またはアパタイトコートしたTi粉体を基板に調
音波投射して、低摩擦係数の金属またはTi-アパタイト複合材を形成する。

基板上に炭素-金属複合材料または
Ti-アパタイト複合材料を得る方法
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東京工業大学 研究・産学連携本部
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【本発明の概要】
（１）ＤＬＣは約６００℃で大気や水素と反応して、ＣＯxとして気化してしまうため、金属との複
合材料、例えば粉末冶金等で作製できる炭素膜には限界があった。本発明によれば、ＣＶＤ等で金属
粉体表面に炭素膜を形成してＤＬＣコートしたＣｕ粉体を基板に超音速投射して、ｓｐ2系炭素（Ｃ
が３本の手を持っている）の持つ低摩擦係数の金属が形成される。(図1～図3)
（２）３７℃の疑似体液中にＴｉ粒子入れ、攪拌しながら８時間後に洗浄乾燥すると、Ｔｉ粒子の表
面にハイドロキシアパタイトが形成され、アパタイトコートＴｉ粉体ができる。アパタイトＴｉ粉体
を超音速投射することで、基板上にハイドロキシアパタイトを含むＴｉ膜が形成される。(図1,図2)

【本発明の応用】
炭素膜をコーティングした粉体を用いて作製される低摩擦金属複合材料は、ベアリング、電極部材
等の優れた摺動部材となる。アパタイトをコーティングした粉体を用いて作製される生体骨材料は、
大腿骨材料、歯科プラント材料等となる。

本発明の低摩擦金属複合材料または生体骨材料は、
削られても内側から低摩擦金属複合材料または生
体骨材料が現れるため、優れた耐久性を持つ。

図1.コールドスプレー法

図2.複合材膜が基板に堆積 図3.Cu-DLC膜は低摩擦係数
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